
  

平成 27 年度第１回岡山県和牛改良委員会 議事概要  

  

1 日 時  平成 27 年 5 月 19 日（火）13：30～  

2 場 所  全農岡山県本部総合家畜市場（真庭市）  

3 出席者  委員   9 名        事務局  4 名  

  

4 諮問事項  

(1)委員及び役員について ・・・資料 1  

  互選により、会長に農林水産総合センター畜産研究所 河原所長、副会長に全農岡山県本部 

藤原畜産部長を選出。  

  

(2)種雄牛の作出方針について ・・・資料 2  

   岡山系を中心に、増体系及び肉質系の種雄牛を作出する。  

  

(3)直接検定終了牛の措置について  ・・・資料 3  

   直接検定が終了した３頭は、発育等が優れず、選抜はしない。  

    

(4)検定中種雄牛の措置について   検定中種雄

牛  ・・・資料 4  

  【千代花桜】  

   検定牛 17 頭中 13 頭が終了し、平均 BMSNo.5.0 で、枝肉重量も芳しくないため淘汰す

る。  

        

(5)基幹種雄牛「美盛光」について  

  検定中種雄牛  ・・・資料 5  

   基幹種雄牛である「北盛栄」、「新初英」と血統構成が近く、精液の利用本数が伸びないた

め、廃用する。  

  

(6)第１１回全国和牛能力共進会について  

   ・肉牛の部について、再度受胎確認をするとともに、7 月に打合せ会議を行う。  

  ・種牛の部については、採取した受精卵の移植・受胎状況を報告し、今後も引き続き候補

牛作出に努める。  

  

(7)その他  



・全国和牛能力共進会の取り組みなどで、地域の偏りが大きくなってきているとの指摘が

あった。  


